
〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５
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公
民
館
長（
非
常
勤
）
を
募
集

　
市
内
の
公
民
館
を
管
理
運
営
し
、

公
民
館
を
拠
点
と
し
た
社
会
教
育

及
び
生
涯
学
習
の
事
業
を
企
画
・

実
施
す
る
公
民
館
長
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
65
歳（
平

　
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）
以
下　
　

　
の
人
で
社
会
教
育
及
び
生
涯
学　

　
習
に
積
極
的
に
活
動
で
き
、
所

　
定
の
日
時
に
勤
務
で
き
る
人

募
集
人
数　
７
人

任
期　
平
成
28
年
４
月
～
平
成
30

　
年
３
月

応
募
方
法　
所
定
の
書
類
（
応
募　

　
用
紙
、
応
募
作
文
、
自
己
Ｐ
Ｒ　

　
シ
ー
ト
）
を
作
成
し
て
左
記
へ

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
等
は
、
本
庄
公
民
館
、

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
４
階
）、

セ
ル
デ
ィ
で
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
先

・
東
台
５
―
２
―
33　

　
本
庄
公
民
館

・
本
庄
３
―
５
―
３　

　
本
庄
市
役
所
生
涯
学
習
課

・
児
玉
町
金
屋
７
２
８
―
２

　
児
玉
中
央
公
民
館

申
込
期
間　
12
月
7
日
㈪
～
18
日　

　
㈮

※
選
考
は
、
書
類
審
査
、
面
接
審

査
を
実
施
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
７
３
８
３

「
は
に
ぽ
ん
号
」
の
停
留
所
を 

 

変
更
し
ま
す

　
11
月
４
日
㈬
か
ら
、
左
記
の
停

留
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

「
は
に
ぽ
ん
号
・
も
と
い
ず
み
号
」 

予
約
の
ポ
イ
ン
ト
！

 

「
９
時
か
ら
10
時
の
間
」
と
い
う

よ
う
に
、
乗
る
時
間
に
余
裕
を
も

た
せ
た
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
予
約
が
取
り

や
す
く
、
大
勢
の
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

現　在 変更後 区　域

小暮医院 カーブス本庄
東台（＊１） 本庄地域共通

本庄いまい台
交流センター

旧いまい台交流
センター（＊２） 本庄南地域

＊１　道路に沿って東方に約50ｍ移動します。
＊２　名称のみ変更します。仮図書館の場所です。

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

本
庄
市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
を
開
始
し
ま
し
た

　
本
庄
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
は
、
市
が
消
防
団
活
動
に

協
力
し
て
い
る
事
業
所
な
ど
に
表

示
証
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
事
業

所
な
ど
の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力

が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
協
力
に
よ
り
地

域
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

認
定
基
準

○
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、

　
２
人
以
上
入
団
し
て
い
る
事
業

　
所
な
ど

○
消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
従
業

　
員
の
就
業
時
間
中
に
お
け
る
消

　
防
団
活
動
に
つ
い
て
、
積
極
的

　
に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所
な
ど

○
災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機

　
材
な
ど
を
消
防
団
に
提
供
す
る

　
な
ど
協
力
を
し
て
い
る
事
業
所

　
な
ど

○
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す

　
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防

　
防
災
体
制
の
充
実
強
化
に
寄
与

　
し
て
い
る
な
ど
、
市
長
が
特
に

　
優
良
と
認
め
る
事
業
所
な
ど

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
う
え
、
次
の
①
～
④

　
の
書
類
を
添
付
し
危
機
管
理
課

　
（
市
役
所
３
階
）
へ
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

①
会
社
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

②
協
力
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る

　
書
類

③
再
申
請
の
場
合
は
、
前
回
表
示

　
証

④
そ
の
他
審
査
に
必
要
な
資
料

表
示
証
の
交
付　
本
庄
市
消
防
団

　
協
力
事
業
所
と
し
て
認
め
ら
れ

　
た
事
業
所
に
は
、
表
示
証
の
交

　
付
を
行
い
ま
す
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

「
消
防
特
別
点
検
」
の
た
め
サ

 

イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

　
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
市
と
市
消
防

団
本
庄
方
面
隊
で
は
、「
消
防
特

別
点
検
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
庄
地
域
で
は
当

日
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

の
で
、
火
災
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
点
検
は
火
災
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
と
消
防
設
備
の
万
全
を
期
す

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
15
日
㈰

　
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　
午
前
７
時

　
特
別
点
検　
　
　
午
前
８
時

場
所　
若
泉
運
動
公
園
第
１
グ
ラ

　
ウ
ン
ド

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
自
動
放
送
試
験

を
実
施

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害

時
に
、
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し

た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
伝
達
手
段
で
確
実
に
み

な
さ
ん
へ
伝
え
る
た
め
、
全
国
一

斉
の
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試
験

を
行
い
ま
す
。

※
当
日
の
災
害
の
発
生
状
況
、
気

象
状
況
な
ど
で
試
験
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
25
日
㈬　
午
前
11
時

　
ご
ろ
１
回
実
施

情
報
伝
達
手
段　
防
災
行
政
無
線

　

の
放
送
及
び
防
災
行
政
無
線
メ
ー

　
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

放
送
内
容　
「
防
災
行
政
無
線
チ
ャ

　
イ
ム
」
＋
「
こ
れ
は
、
試
験
放

　
送
で
す
。」
×
３
、
＋
「
こ
ち
ら

　
は
、防
災
本
庄
で
す
。」
＋
「
防

　
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
」　

※
メ
ー
ル
は
放
送
と
同
一
内
容
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

平
成    27
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
に
、
火
災
予
防
思
想

の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　
11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

　
止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

　
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

　
た
取
組
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火　
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ

　
る
と
き
は
、
必
ず
消
火

○
住
宅
用
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

　
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

○
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
！

　
児
玉
郡
市
内
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
警
報
器
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
取
扱
店

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
近
く
の
消
防
本
部
・
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　
課
☎
�
８
３
９
２

お
知
ら
せ

澄み切った夜空の花火大会
　10月3日に開催された合併10周年記念花火大会。夜
空は雲一つなく、穏やかに風が吹き、絶好の花火日和
でした。
　かつて旧本庄市では市政施行50周年に当たる平成16
年を最後に花火大会は中止となり、その後合併による
新本庄市誕生以降、市を挙げての花火大会はありませ
んでした。
　長らく低迷する経済情勢を考慮しつつ、財政状況を
はじめ合併後の本庄市が抱えるさまざまな課題を解決
しなければならない中、多額の費用がかかる花火大会
の実施については当然批判も予想されましたし、私自
身も疑問を持っておりました。
　しかし花火大会は国民的に親しまれるイベントであ
り、自治体によっては過去からの伝統で、どのような
状況にあっても開催を継続しているところもあります。
また歳月を重ね、新本庄市も懸案だったいくつかの課

題を解決することができました。
　このような中、近年、より多くのみなさんからご
意見を頂戴し、昨年には(公社)こだま青年会議所が
花火大会を主催したこともきっかけとなり、合併10
周年に当たる本年に市として花火大会を行うことを
決断。議会において予算を通していただき、各種団
体と市当局により花火大会実行委員会を組織し準備
を進めてまいりました。
　この間、本庄商工会議所の力強い呼び掛けをはじ
め、実行委員会各位、各団体のご協力により、大変
多くの企業や団体、個人から総額1100万円を超える
ご寄付を頂戴しました。おかげさまで打ち上がった1
万発の花火は豪華絢爛。改めてご寄付いただいた皆
さまと、関係各位に心から御礼感謝申し上げます。
　花火大会当日のあの澄み切った夜空。私は合併後
の市民の営みに天が応えてくれたものと思っており
ます。                              本庄市長


